


























































	 本論では、1949 年から 2019 年までの 70 年間を、1.新中国建国初期における個の
意識が隠蔽された時期（1949-1978）、2.文革以降、個の意識が転換した時期
（1979-1989）、3.現代アートと並存する個の意識が覚醒した時期（1990-2000 年代）、
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 また 1990 年代になると、写真においてよりコンセプチュアルな表現が目立つよう
になり、写真と現代美術表現との並走が見られるようになった。更に、1995 年 9 月










	 そして 2000 年代以降、今日に至り、現代美術の世界において中国の存在感が日ご
とに増し、中国現代美術シーンの動向は国際的にも大きな注目を集めている。写真を
含む中国における実験的芸術が、2000 年の「第３回上海ビエンナーレ展」と 2002 年
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序章	 注釈	 
	 
【1】ジュリア・クリステヴァ（Julia	 Kristeva、1941- ）ブルガリア出身のフラン	 
	 スの文学理論家、哲学者、フェミニスト理論家、著述家。著書『中国の女たち』	 	 
（せりか書房せり、1981）	 
【2】シモーヌ·ド·ボーヴォワール（Simone	 de	 Beauvoir、1908-1986）フランスの哲	 
	 	 	 学者、作家、批評家、フェミニスト理論家·活動家。著書『第二の性』（1949）	 
【3】ヨハネス・ドゥンス・スコトゥス（Johannes	 Duns	 Scotus、1266?-1303）中世	 
	 	 	 ヨーロッパの神学者・哲学者	 
【4】「ボーヴォワールは女の条件、わたしは女の才能を書く——ジュリア・クリステ
ヴァ	 
	 	 	 	 	 特集」」、ジャン・イン（張英）、『南方周末』、2009 年 3 月	 
【5】福原泰平『ラカン―鏡像段階	 (現代思想の冒険者たち Select)』、講談社、2005	 
【6】英語原文：Man	 is	 defined	 as	 a	 human	 being	 and	 a	 woman	 as	 a	 female	 –	 whenever	 
	 	 	 she	 behaves	 as	 a	 human	 being	 she	 is	 said	 to	 imitate	 the	 male.	 
【7】リュス・イリガライ（Luce	 Irigaray）『Speculum	 of	 the	 other	 woman』、訳	 
者：チィウ・ヤジュン（屈雅君）など、河南大学出版社、2013	 
【8】ウー・ホン（巫鴻）美術史家、批評家、キュレーター。シカゴ大学美術史学部	 
	 及び東アジア言語文明学部特別教授。1980 年代より中国の美術史に関する研究、	 
	 キュレーション数多く手掛けている。主な著書に『武梁祠：中国古代画像芸の	 
	 思想性（The	 Wu	 Liang	 Shrine:	 The	 ideology	 of	 Early	 Chinese	 Pictorial	 Art）』	 
（1989 年）、『現代中国芸術：1970-2000 年代（Contemporary	 Chinese	 Art:	 	 
	 1970s-2000s）』(2014 年)など	 
【9】「時代の区切り方」はウー・ホン（巫鸿）が主筆した「中国摄影 40 年(1979-2017)」	 
	 	 	 を参考、『中国当代摄影 40 年——三影堂 10 周年特展』同名出版物に掲載、2017	 
【10】チェン・シン（陳申）、ショ・シジン（徐希景）『中国撮影芸術史』P426、生	 
	 	 	 活・読書・新知三聨書店、2011	 
【11】同上、P582	 	 




















































































































	 	 	 
左：【図 7】ニュー・ウェイヨ（牛畏予）《何香凝》1961	  	  	  	 	 	 	 	 
右：【図 8】ニュー・ウェイヨ（牛畏予）《裕容齢》1961	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1961 年（第五回）から 1965 年（第九回）までの期間に開催された、五回の国展の
うち、第九回を除いて、個人部門の入選作品数が最も多かった作家がコウだった（第
九回は第２位）。また、彼女の作品は、1963 年から 1966 年にかけてとその前後を合
わせて計 8 回、『中国撮影』に掲載されている。コウの作品で最も知られている《廬
山仙人洞》をたいそう気に入った毛沢東は、この写真のためだけに、《リー・ジン（李




















































































	 	 者の一人であり、民主革命の創始者である。	 
【8】ヨ・ヨンリン（裕容齢、1889-1973）舞踊家、中国人が欧米や日本の舞踊を学	 
	 	 ぶ第一人者	 
【9】中国美術館「光影人生	 高帆	 牛畏予	 撮影回顧展」に関する史料を参考	 
【10】文革という「10 年の大災」とは、文化大革命（ぶんかだいかくめい）のこと、	 





	 	 	 2009	 
【13】現代写真网「江青の写真作品とエピソード」、2014	 
	 	 	 http://www.ccsph.com/detail_9067.html	 
	 	 	 色影无忌网「趙俊毅：弟子入り前後の江青」	 
	 	 	 http://vision.xitek.com/column/zhaojunyi/201111/11-77077.html	 
	 	 	 雅昌芸術网	 趙俊毅「『新撮影』の毛スタイルの異議」、2011	 
	 	 	 https://news.artron.net/20110302/n153500_1.html	 
	 	 	 『中国撮影芸術史』第七章	 
【14】下放（かほう）とはかつて中華民国、中華人民共和国で行われた、国民を地方	 










	 	 	 2011 年 5 月 29 日、司会者はヨ・シャヨ（余笑羽）	 
	 	 	 http://www.dajianet.com/news/2011/0530/162450.shtml	 	 



















































































	 	 	 
【図 5】ワン・ミャオ（王苗）《冷熱》（1974 年撮影、1979 年発表）	 








【図 7】ワン・ミャオ（王苗）《郊外から拾ってきたエッセイ》より 1980	 
	   25	  
第二章	 注釈	 
	 
【1】改革開放（かいかくかいほう）とは、中華人民共和国の鄧小平（とうしょうへ	 	 	 
い）の指導体制の下で、1978 年 12 月に、中国共産党第十一期中央委員会第三回	 
全体会議で提出された中国国内体制の改革および対外開放政策のこと	 
【2】文化大革命を主導したコウ・セイ（江青）、ジャン・チョンチォウ（張春橋）、	 
	 	 ヨ・ウンウェン（姚文元）、ワン・ホンウン（王洪文）の四名	 
【3】『中国撮影芸術史』P576、生活・読書・新知三聨書店、2011	 
【4】『哀悼の意をささげる人民』、編集者：ウー・ポン（呉鵬）など、北京出版社、	 
	 	 1979	 
【5】『中国撮影芸術史』P574 注釈[3]、[5]、[6]と P575 注釈[1]	 
【6】三回の「自然・社会・人」写真展はそれぞれ、1979 年に北京の中山公園、1980	 
	 	 年に北京の北海公園、1981 年に中国美術館で開催された後自然解体になった	 
【7】「自然・社会・人」第一回展（1979）のステートメント（王志平執筆）	 
【8】『中国撮影芸術史』第八章第 1 節	 
	 	 

































	 1989 年 2 月、中国美術館で行われた「中国現代芸術展」【2】は、中国の現代美術
史を語る上で最も影響力のある初期の覧会である。この展覧会を後世に語り継がれる
ものにした代表作品が、女性アーティスト、シャオ・ル（肖魯、1962-）のインスタ
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レーション＆パフォーマンス作品《対話》（1989）だ。原寸大の電話ボックス２基の
正面に、電話をかける男女の後ろ姿が写った大きな 2 点の写真を設置したインスタレ










の発展に繋がった。1992 年 3 月に催された国連経済社会理事会に属する女性の地位
委員会の第 36 回会議の中で、中国政府の招致を受けるかたちで、1995 年 9 月に北京
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珍、1963-）が 1998 年に発表した《尹秀珍）》【図 4】は、異なる時期の自分の写真を
インソールシート状にカッティングし、伝統的なベルト付きチャイナシューズの中に
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第三章	 1	 注釈	 
 
【1】ウー・ホン（巫鴻）『フォーカス：中国の写真』（聚焦：摄影在中国）P293-297、	 	 	 	 
	 	 中国民族摄影芸術出版社、2017	 




	 	 年 10 期	 
【4】イオ・ダイメイ（姚玳玫）『自我画像：中国の女性芸術(1920-2010)』付録・「中	 






	 	 現代美術、特にフェミニズムアートに関する研究、キュレーション数多く手掛け	 
	 	 ている。主な著書は『フェミニズムを方式として（中国語：女性主义作为方式）』	 
	 	 （1999 年）、『良い子はもういない-アメリカ・フェミニズム・アーティスト・イ	 
	 	 ンタビュー（不再有好女孩-美国女性主义艺术家访谈录）』(2002 年)など	 
【7】『フェミニズムを方式として』、遼寧美術出版社、1999、p8-9	 
【8】『フォーカス：中国の写真』P266-268	 
【9】『自我画像：中国の女性芸術(1920-2010)』付録・「中	 国女性芸術年表	 	 	 	 
	 	 （1844-2010）」・「1995 年」、P396	 
【10】ソン・ドン（宋東）「イン・シュージン（尹秀珍）と《イン・シュージン 
	 	 （尹秀珍）》」を参考、『芸術当代』、2003 年第 2 期	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2.流動する主体	 —時代の変遷を体感するシン・ダンウェン（邢丹文）-	 
	 





	 	 大学で絵画を学んでいたシンは、1980 年の終わり頃より写真を独学し始め、1990
年初頭の大学卒業時には、映像創作をメインにフリーのアーティストとして活動して
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左：【図 2】ロンロン（栄栄）「東村、北京、1994、NO.35」、《東村》より、1994	 	 
	 	 	 <ジャン・ホァン（張洹）、《65 キロ》パフォーマンス>	 
右：【図 3】シン・ダンウェン（邢丹文）「Zhang	 Huan,	 65	 KG	 1,	 east	 village,	 	 	 	 
	 	 	 beijing」、《個人日記》より、1994	 


































































































	 《Wall	 House》【図 11、12】では、部屋の窓から外を眺める女性の姿を捉えてい
る。撮影は、アメリカの建築家・ジョン・ヘイダック（John	 Hejduk、1929-2000）が
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第三章	 2	 注釈	 
	 
【1】かつて「大山庄」と呼ばれる村があった「東村」という村は、中国の現代アー	 
	 	 	 	 ト史において名の知られた場所である。この荒れ果てていた村に貧しいアーティ	 
	 	 ストたち――ジャン・ホァン（張洹）、マー・リュウメイ（馬六明）、ロンロン	 




	 	 り、夫婦でもあるの、日本人写真家のイン・リー（映里、1973-）と共に、2007	 	 	 
	 	 に、北京の「草場地芸術区」で、「三影堂撮影芸術中心」を創立した。ロンロン	 
	 	 が単独で活動してした時期の代表作は《東村》（1994）である	 
【3】『フォーカス：中国の写真』P361、中国民族撮影芸術出版社、2017	 
【4】グ・ジィン（顧錚）「壁の内と壁の外にいる女-邢丹文の写真について」、『芸	 
	 	 	 	 	 術当代』、2009	 
	 	 





1995 年から 1999 年まで、中央美術学院で美術を学んだ。2000 年に写真作品《十二花
月》を発表し、アート界で注目を集めたが、キャリアのピークにあった 2005 年に引
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その後、チェン・リンヤンは写真作品の《25:00》（2002）【図 4】とビデオ作品















	 	 	 
【図 5】チェン・リンヤン（陳羚羊）《越晶晶》、映像（スクリーンショット）、2002	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穴埋め問題	 
Fill	 In	 The	 Blank	 
	 
陳羚羊は 2004 年 12 月 31 日に結婚した。	 
陳羚羊はアート界から引退する。	 
Chen	 Lingyang	 was	 married	 on	 ______	 month	 _______	 date,	 _______	 year.	 




Chen	 Lingyang	 gave	 birth	 to	 her	 first	 child	 on	 ______	 month	 _______	 
date,	 _______	 year.	 





Chen	 Lingyang	 gave	 birth	 to	 her	 second	 child	 on	 ______	 month	 _______	 
date,	 _______	 year.	 
Chen	 Lingyang	 will	 take	 yet	 another	 step	 toward	 retiring	 from	 the	 




Chen	 Lingyang	 gave	 birth	 to	 her	 third	 child	 on	 ______	 month	 _______	 
date,	 _______	 year.	 
Chen	 Lingyang	 will	 take	 yet	 one	 further	 step	 toward	 retiring	 from	 
the	 world	 of	 Arts.	 
	 
陳羚羊 NO.2	 
2005 年 3 月 7 日	 
Chen	 Lingyang	 NO.2	 
March	 7th,	 2005	 
Chen	 Lingyang	 was	 married	 as	 of	 December	 31st,	 2004.	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結婚がアート界から引退する決断に関係するか否かに関わらず、結果的に、チェン
の行動は結婚、育児のために仕事をやめるたくさんの女性の一人のように見えるだろ



















































「平遥国際撮影大展（Pingyao	 International	 Photography	 Festival）」、2004 年に
第一回展が開催され、2005 年より二年一回開催されるようになった「麗水撮影節（Li	 
Shui	 Photo	 Festival）」、2005 年に始まった「連州国際撮影年展（Lianzhou	 Foto	 
Festival）」、2009 年創立の「大理国際影会（Dali	 International	 Photography	 
Exhibition）」、2010 年より三年間連続で開催された「草場地撮影季（Caochangdi	 
Photospring）」、2015 年よりアルル写真祭と連動し、毎年開催される「集美・アルル

















を受賞した写真家に、チェン・ズ（陳哲、1989-、2011 年・第 3 回）、ジュ・ランチ
ン（朱嵐清、1991-、2014 年・第 6 回）、チェン・ショオイ（陳蕭伊、1992-、2015
年・第 7 回）、リァン・シュー（良秀、1994-、2017 年・第 9 回）といった数多くの














	 	 更に、2010 年を前後して始まった新たな動きとして、フリーの若手キュレーター
兼研究者であるホ・イニン（何伊寧、1986-）や、ジャン・ハンロ（張涵露、1988-）
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第四章	 1	 注釈	 
	 
【1】ウー・ホン（巫鴻）「中国摄影 40 年(1979-2017)」より引用、『中国当代摄影	 
40 年—三影堂 10 周年特展』同名出版物に掲載、2017	 
【2】「三影堂撮影芸術中心」の建築は美術作家のアイ・ウェイウェイ（艾未未、1957-）	 
による設計で、2015 年にはアモイに分館がオープンした。分館創設以来、三影	 
堂とアルル国際写真祭の主宰により毎年 11 月にアモイで「集美・アルル国際撮	 
影季（Jimei	 Arles	 International	 Photo	 Festival）」が開催され、総来場者数	 








	 2013 年に上海で設立したインディペンデント出版レーベルである	 
	 	 「Imageness」は写真作家のニー・リアン（倪梁）が 2015 年に、中国・無錫市	 
で設立したインディペンデント出版レーベルである	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【図 2】リャオ・イージゥン（廖逸君）《素敵な一日は一緒に朝ご飯を食べてからだ》
（Start	 your	 day	 with	 a	 good	 breakfast	 together）、2010	 
	 
	 



























































第四章	 3	 注釈	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謝辞	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野圭修さまに深く感謝しております。	 
	 
	 最後に、これまで自分の思う道を進むことに対し、温かく見守り、そして辛抱強く
支援してくださった友人、家族に深い感謝の意を表して謝辞と致します。	 
	 
	 
	 
	 
	 
